ほぼ週刊コラム　「Partnership論」　その１０３
「共通善」と「人間の尊厳」は、こうして日本国憲法から消えていった。
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　もう少し詳しく話してくれ、というリクエストを頂いた。マッカーサー達GHQが丁寧にも「共通善」と「人間の尊厳」を憲法草稿に入れてくれておいたのに、日本人が誤訳したためそれらを失ってしまった、という話だ。その詳細のリクエスト。
　戦後直ぐの米国GHQ占領下の日本、1946年2月から11月の憲法作成経緯は、国立国会図書館のWeb Site：日本国憲法の誕生に詳しく載っている。また、GHQ側の動きは『日本国憲法を生んだ密室の九日間』鈴木昭典著から分かる。
　これらから、「共通善」と「人間の尊厳」に関連していたArticles 11,12（現行憲法では十二条、十三条）の条文（英文または和文）が変化していく様を逐一拾って、エクセル表：「共通善」と「人間の尊厳」は、こうして日本国憲法から消えていった、にまとめた。更にこれをWordに直し、文末に4頁にわたって載せておいた。

　詳しく追いたい方は各自そちらをあたって頂きたいが、ここでは「要点」と「感想」を述べることにする。なお、エクセル表の左列に通し番号を打った。この番号を( )に入れて、憲法推敲の各段階を(1),(2)の様に表すことにする。
　要点：草稿から2週間も経たない内に「共通善」「人間の尊厳」は消えた。草稿(1)から最初の仮訳(2)までの間に既に：
1. Article 11のcommon goodは、「共同ノ福祉」と和訳され、

2. Article 12の「within the limits of the general welfare」の制限が、自由、生命、幸福追求の三権すべてにかかるように和訳されている。

「共通善（common good）」は失われ、地上世界的制限がかからないことが本質である「人間の尊厳」も、この早い段階で失われたことが分かる。ただ、この段階ではまだ、general welfareを「一般ノ福祉」と訳しcommon goodを「共同ノ福祉」と訳して、一応二つが別ものとして区別されていたが、初稿(3)の段階では：
3. common goodもgeneral welfareも「共同ノ福祉」と和訳され、この区別さえも失われてしまった。

日本側による最初の英訳である(6)では：
4. それら「共同ノ福祉」がどちらも「public welfare」と英訳されて、common goodが消えたことがGHQ側にも知れることになり、
5. 「within the limits of the public welfare」の制限が、カンマ-カンマで挟まれた挿入句となったうえで助動詞shallの後に来る形になっているために、自由、生命、幸福追求の三権すべてに、この制限がかかることが、英文の上でも確定してしまった。
(10)(11)の日本側による英訳でも、within the limits ofがto the extent thatとなって少し表現に揺れが見られるものの、実質内容において誤訳和文(2)と何ら変化は無い。「共通善（common good）」は失われ、地上世界的制限がかからないことが本質である「人間の尊厳」も失われたままだ。そしてこの状態で：
6.  (11)の英訳憲法は米国国会でも承認されてしまい、もはや誰もどうすることも出来ない状態になった。
現在の状態は、和文は(16)の憲法発布の時と同じままだし、英文は(17)に示したとおりだ。つまり、「共通善（common good）」は失われ、地上世界的制限がかからないことが本質である「人間の尊厳」も失われたままだ。
感想：article 11の英文が持っていた「格調高い」「意義深い」四つの英単語は全て失われた。その英文とは：
The freedoms, rights and opportunities enunciated by this Constitution are maintained by the eternal vigilance of the people and involve an obligation on the part of the people to prevent their abuse and to employ them always for the common good.
「格調高い」「意義深い」四つの英単語は赤字で示した。当コラムの読者はもうお分かりだろう。これらはキリスト教文化由来の言葉だ。
　ただ、vigilanceがキリスト教文化由来のものだと、未だ説明したことは無い。以下に、少し説明しよう。

　それはラテン語で「vigilante et orate」（目を覚まして祈っていなさい）」。新約聖書マタイによる福音26-41にある言葉だ。

　最後の晩餐を終えたJesusは、もうすぐユダの裏切りやペトロの「Jesus？　そんな奴知らないよ」という「否み」にあって、ローマ憲兵に捕らえられて十字架磔刑になることを知っていた。深い悲しみの内にあった。「神よ、この運命から私を解放して下さい」なんていう思いさえ心をよぎった。それで、ゲッセマネの園という静かな場所で心を静めることにした。
この場面で、「Jesusを最後までお守りする」と言った弟子達三人に命じた言葉がこの「vigilante et orate」だ。全文を記すと：
· ラテン語：vigilante et orate ut non intretis in temptationem spiritus quidem promptus est caro autem infirm.
· 英語：Watch and pray, that ye enter not into temptation: the spirit indeed is willing, but the flesh is weak.

· 日本語：誘惑に陥らぬよう、目を覚まして祈っていなさい。心は燃えても肉体は弱い。
　このあと、この警句の甲斐無く、弟子達はJesusを見捨てていく。
　vigilanceとは、「力を悪いことに使わないように、シッカリと目覚めていること」だ。この言葉以上に、「自由、権利、機会（チャンス）」をcommon good実現の為に使う「心構え」を表すうえで適した言葉は、（西洋言語には）、無い。
　齋藤流の英文混じり和訳だと、このGHQ草案article 11はこうなる。
この憲法に明示された自由、rights（Godの右の座に着く正しいことを行う権利）、チャンスは、人々の不断のvigilance（私を誘惑に陥らせないで下さいという「祈り」を伴った覚醒状態）によって維持されなければならない。またこれら自由、rights、チャンスを、常にcommon good実現の為に使用し、濫用しないことが、人々にobligationとして課される。

　現行憲法和文第十二条と、現行憲法公式英訳Article 12を以下に示すと：

この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努力によって、これを保障しなければならない。又、国民は、これを濫用してはならないのであって、常に公共の福祉のためにこれを利用する責任を負ふ。
The freedoms and rights guaranteed to the people by this Constitution shall be maintained by the constant endeavor of the people, who shall refrain from any abuse of these freedoms and rights and shall always be responsible for utilizing them for the public welfare.
ご覧の通り、rights、vigilance、obligation、common good、四つとも元々の意味が失われていることが分かる。
　最近の集団的自衛権を巡る議論を聞いていると…。人々のvigilanceが失われ、「悪」に向かって日本人達が持つ「力」が走り出したように感じられるが、それは私だけだろうか。

　今週は以上。来週は私の勤めている会社が夏休みのため一回休み。次々週を乞うご期待。
　また、7月29日火曜日13:30-15:30は、米国Partnership 税制勉強会の第一回だ。COCNから5名の方が、私の知り合いの2名が、エントリーして下さった。有り難うございます。内容有る勉強会になる様に準備がんばります。
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	No.
	年月日
	文書名（クリックしてリンク）
	GHQマッカーサー草案Article 11　（現行憲法第十二条）
	GHQマッカーサー草案Article 12　（現行憲法第十三条）

	1
	1946.2.13
	GHQマッカーサー草案
	The freedoms, rights and opportunities enunciated by this Constitution are maintained by the eternal vigilance of the people and involve an obligation on the part of the people to prevent their abuse and to employ them always for the common good.
	The feudal system of Japan shall cease. All Japanese by virtue of their humanity shall be respected as individuals. Their right to life, liberty and the pursuit of happiness within the limits of the general welfare shall be the supreme consideration of all law and of all governmental action. 

	2
	1946.2.25
閣僚に配布
	外務省仮訳
	此ノ憲法ニ依リ宣言セラルル自由、権利及機会ハ人民ノ不断ノ監視ニ依リ確保セラルルモノニシテ人民ハ其ノ濫用ヲ防キ常ニ之ヲ共同ノ福祉ノ為ニ行使スル義務ヲ有ス
	日本国ノ封建制度ハ終止スヘシ一切ノ日本人ハ其ノ人類タルコトニ依リ個人トシテ尊敬セラルヘシ一般ノ福祉ノ限度内ニ於テ生命、自由及幸福探求ニ対スル其ノ権利ハ一切ノ法律及一切ノ政治的行為ノ至上考慮タルヘシ

	3
	1946..2.28
	初稿
	此ノ憲法ノ保障スル自由及ビ権利ノ享有ハ国民ノ不断ノ監視（留意　戒意）ニ依リテ保（維持）セラルベク、国民ハ其ノ自及ビ権利ノ濫用ヲ抑制（自制）シ常ニ公共ノ福祉ノ為ニ之ヲ利用（行使）スルノ義務ヲ負フ。（有ス。）
	凡テノ国民ハ人トシテ各個ニ尊重セラルベク、其ノ生命、自由及ビ幸福ノ追求ニ対スル権利ハ公共ノ福祉ニ牴触セザル限立法其ノ他諸般ノ国政ノ上ニ於テ最大ノ考慮ヲ払ハルベシ。

	4
	1946.3.1
	初稿第二稿
	此ノ憲法ノ保障スル自由及権利ノ享有ハ国民ノ不断ノ監視ニ依リテ保持セラルベク、国民ハ其ノ自由及権利ノ濫用ヲ自制シ常ニ公共ノ福祉ノ為ニ之ヲ利用（行使）スルノ義務ヲ負フ。
	凡テノ国民ハ個人トシテ尊重セラルベク、其ノ生命、自由及ビ幸福ノ追求ニ対スル権利ハ公共ノ福祉ニ牴触セザル限立法其ノ他諸般ノ国政ノ上ニ於テ最大ノ考慮ヲ払ハルベシ。

	5
	1946.3.2
	日本国憲法「3月2日案」
	此ノ憲法ノ保障スル自由及権利ノ享有ハ国民ノ不断ノ監視ニ依リテ保持セラルベク、国民ハ其ノ自由及権利ノ濫用ヲ自制シ常ニ公共ノ福祉ノ為ニ之ヲ利用スルノ義務ヲ負フ。
	凡テノ国民ハ個人トシテ尊重セラルベク、其ノ生命、自由及幸福ノ追求ニ対スル権利ハ公共ノ福祉ニ牴触セザル限立法其ノ他諸般ノ国政ノ上ニ於テ最大ノ考慮ヲ払ハルベシ。

	6
	1946.3.6
	Alfred Hussey Papers; Constitution File No. 1, 
Doc. No. 26
	The enjoyment of the freedoms and rights guaranteed to the people by this constitution shall be maintained by the eternal vigilance of the people, and the people shall refrain from any abuse of these freedoms and rights and shall always be responsible for utilizing them for the public welfare.
	All of the people shall be respected as individuals, and their right to life, liberty, and the pursuit of happiness shall, within the limits of the public welfare, be the supreme consideration in legislation and in governmental affairs.

	7
	1946.4.5
	口語化第一次草案
	この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努力によってこれを保持しなければならない。また、国民はこれを濫用してはならないのであって、常に公共の福祉のためにこれを利用する責任を負ふ。
	すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。

	8
	1946.4.13
	口語化第二次草案
	この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努力によってこれを保持しなければならない。また、国民はこれを濫用してはならぬのであって、常に公共の福祉のためにこれを利用する責任を負ふ。
	すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。

	9
	1946.4.17
	憲法改正草案
	この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努力によつて、これを保持しなければならない。又、国民は、これを濫用してはならぬのであつて、常に公共の福祉のためにこれを利用する責任を負ふ。
	すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。

	10
	1946.4.22
	Simplified Draft 
Constitution, 22 April 1946.
	The enjoyment of the freedom and rights guaranteed to the people by this constitution shall be maiintained by the eternal vigilance of the people, and the people shall refrain from any abuse of these freedoms alwaysbe responsible for utilizingthem for the public welfare.
	All of the people shall be respected as individuals, and the rights to life, liberty, and the pursuit of happiness shall, with the limits of the public welfare, by the supreme consideration in legislation and in govermental affairs.

	11
	1946.4.24
	Report of Constitution Revision Committee to House of Representatives, 24 August 1946.
	The freedom and rights guaranteed to the people by this constitution shall be maiintained by the eternal vigilance of the people, and the people shall refrain from any abuse of these freedoms alwaysbe responsible for utilizingthem for the public welfare at all the times.
	All of the people shall be respected as individuals, and the rights to life, liberty, and the pursuit of happiness shall, to the extent that it does not interfere with the public welfare, be the supreme consideration in legislation and in other govermental affairs.

	12
	1946.6.20
	帝国憲法改正案
	この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努力によつて、これを保持しなければならない。又、国民は、これを濫用してはならぬのであつて、常に公共の福祉のためにこれを利用する責任を負ふ。
	すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。

	13
	1946.7.27～
1946.7.29
	衆議院小委員会修正3
	この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努力によつて、これを保持しなければならない。又、国民は、これを濫用してはならぬ（ない）のであつて、常に公共の福祉のためにこれを利用する責任を負ふ。
	すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。

	14
	1946.8.21
	報告書 帝国憲法改正案
（政府提出）
	この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努力によって、これを保障しなければならない。又、国民は、これを濫用してはならないのであって、常に公共の福祉のためにこれを利用する責任を負ふ。
	すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。

	15
	1946.8.24
	衆議院修正可決
「帝国憲法改正案」
	この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努力によって、これを保障しなければならない。又、国民は、これを濫用してはならないのであって、常に公共の福祉のためにこれを利用する責任を負ふ。
	すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。

	16
	1946.11.3
	日本国憲法（官報号外）
	この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努力によって、これを保障しなければならない。又、国民は、これを濫用してはならないのであって、常に公共の福祉のためにこれを利用する責任を負ふ。
	すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。

	17
	現在
	現行憲法公式英訳
	The freedoms and rights guaranteed to the people by this Constitution shall be maintained by the constant endeavor of the people, who shall refrain from any abuse of these freedoms and rights and shall always be responsible for utilizing them for the public welfare.
	All of the people shall be respected as individuals. Their right to life, liberty, and the pursuit of happiness shall, to the extent that it does not interfere with the public welfare, be the supreme consideration in legislation and in other governmental affairs.
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